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要約 

 

 本論文は、セクシュアリティ 1)の多様性に着目し、社会生活における支配関係がセクシュ

アリティにおける支配関係に影響を与えることの示唆を土台に、タイと日本の比較を通し

て、「セクシュアル・マイノリティへの寛容度は、性別役割分業の程度に影響される」とい

う仮説の提唱と、付随して支配関係の構図から現代の問題点に言及することを目的とする。 

 はじめに、セクシュアリティの多様性をとりまく現状として、近年の海外と日本におけ

るセクシュアリティの多様性に関連する法整備や企業の参入などの動向を示し、セクシュ

アル・マイノリティに対する認知や理解の手段についておさえた。一方で十分な理解が促

進されないことを原因に、セクシュアル・マイノリティが「差別の再生産」の対象になっ

ている事実を指摘した。このような状況を踏まえ、性別役割分業の強弱も同様に、セクシ

ュアル・マイノリティへの認知や理解に影響を与えることを議論の俎上に乗せるため、社

会生活における支配関係とセクシュアリティにおける支配関係の関連性が見られる事例を

挙げた。同時に、性別役割分業とセクシュアル・マイノリティの関連性についての先行研

究を整理し、本論文では支配関係への影響を掘り下げるという立場に立つことを改めて明

確にした。 

 次に、統計データではなく主に複数の事例を分析対象とすることへの留意点と方法を述

べ、分析の焦点について、タイと日本における社会的規範意識の違い、セクシュアリティ

による支配関係の可視化、セクシュアリティの差異がもたらす排他的領域の 3点と定めた。

分析に用いるエスノグラフィの紹介及び選定理由もここでまとめている。 

 つづいて、複数の事例を用いることにより、タイと日本におけるセクシュアル・マイノ

リティへの対応と性別役割分業の違いを分析し、「タイ＝性別役割分業弱い、セクシュア

ル・マイノリティへの寛容度高い」、「日本＝性別役割分業強い、セクシュアル・マイノリ

ティへの寛容度低い」という点を明らかにした。加えて、タイの性別役割分業が排他的で

はなく包容的な実態であることの説明を試み、性別役割分業がもたらす支配関係が、今後

セクシュアル・マイノリティに対して問題の「不可視化」を促進させる可能性を示唆した。 

 最後に、限られた事例を分析対象とすることの限界や客観性の不十分さを反省点として

挙げ、今後仮説の検証を一般化させるための課題を示した。そしてセクシュアリティの多

様性が性自認によって支えられるという筆者の意見を付し、本論文の結びにかえた。 
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